
令和７年度　浜松市教育研究会　第２回研修会　開催要項

研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場

校
 
長

７月29日（火）
午後２時00分

午
後

浜松市教育会館 141台

園
 
長

7月25日（金）
午前９時15分

終
日

浜松市教育会館 53台

教
　
頭

７月28日（月）

午前９時00分

午
前

浜松市教育会館 150台

教
務
主
任

８月５日（火）
午前９時00分

午
前

芳川小　校長
　結城　知則

浜松市教育センター 146台

研
修
主
任

８月５日（火）
午前９時00分

午
前

浜北文化センター 150台

午
前

午
後

書
写

８月４日（月）
午後１時00分

午
後

都田南小 150台

午
前

コースごとに指定の場所
で研修後、天竜壬生
ホールへ移動

午
後

中瀬小　教諭
　吉見　大輝 天竜壬生ホール

８月１日（金）
午前９時30分
①・③・④
コース

午
前

①復興記念館
③JAみっかび
　　　柑橘選果場
④浜松西税務署
　静岡地方裁判所
　浜松支部

①30台
③40台

④30台

午後１時00分
②コース

午
後

②天竜エコテラス ②50台

算
数
科

８月１日（金）
午後１時00分

午
後

可美小　教諭
　荒熊　千佳

麁玉小　教諭
　中村　耕介

村櫛小  教頭
　宮本  直子

奥山小  教頭
　太田  健太郎

浜松市教育会館 150台

数
学
科

８月１日（金）
午前９時00分

午
前

雄踏中　教諭
　柳澤　美有
丸塚中　教諭
　神村　勇貴
北部中　教諭
　佐藤　隼明

顧問校長 浜松市教育会館 170台

日　　時

１　顧問校長講話
２　ワークショップ①
　　「いじめ対応と教頭の役割について」
　　  講師　浜松市教育委員会　指導課　新村　和弥　主幹
３　ワークショップ②（選択）
　　「防災対応と教頭の役割について」
　　  講師　浜松市教育委員会　健康安全課　中西　聖司　指導主事
  　「会計について」
 　　 講師　雄踏小　清水　義則　主幹
　　「発達支援と外部機関との連携」
 　　 講師　浜松市教育委員会SSW　SV　平川　悦子　氏
４　部会別研修会

○講話　浜松市教育長　野秋　愛美　様
○グループ協議
・教育長の講話を受けての感想・質問等
・自校の夏季校内研修について
・校内研修の推進方法について　 等

※①～④の４つのコースの中から、希望したコースに参加する。
【臨地研修】
　①浜松復興記念館見学
　③三ヶ日みかん生産の現状とこれから
　④浜松西税務署・静岡地方裁判所浜松支部見学

【臨地研修】
　②天竜エコテラス施設見学（午後１時00分から開催）

研　　修　　内　　容

演題「ひとり一人が輝く生き生きチームの創り方
　　　　　　　　～職員の当事者意識が上がる目標設定の方法～」
講師　株式会社リーダーズクリエイティブラボ
                           　代表取締役CEO　五十嵐　剛　氏

１　講話　「職員の育成と資質向上につながる園経営」
　　講師　　秋野不矩美術館長　鈴木　英司　氏

２　グループ協議
　　６つの視点に沿った各園の現状と課題について協議する

２　ブロック別研修
　　実践発表及びグループ協議
　　授業研究　指導案検討

８月１日（金）

午前９時30分

評価研修
　浜松市児童生徒書写作品コンクール

演題「浜松市やらまいか書写コンクール指導のポイント」
講師　静岡県書写書道振興会　理事長　中澤　　功　氏
　　　静岡文化芸術大学　　　講師　　中澤　希水　氏

300台

令和7年7月7日 現在

中
社
会
科

〇ワークショップ
　テーマ「浜松市の校務のDX化、業務改善」
　講　師　浜松市教育委員会　教育総務課　杉山　宗伯　指導主事
〇T-portについて
〇実務研修
　講　師　浜松市教育委員会　教職員課　川合　通恵　指導主事
〇情報交換

会場ごと
に異なる
ため別途
連絡

浜松市総合産業展示館
国
語
科

小
社
会
科

８月１日（金）
午前９時00分

１　講話
　「自己の学びを実感する国語科授業づくり」（仮）
　　講師　常葉大学教授　中村　孝一　氏

１　講演会
　　演題　「社会に開かれた算数教育
　　　　　　　－カリキュラム・マネジメントによる授業改善－」
　　講師　横浜国立大学教授　池田　敏和　氏

２　実践発表と協議
　　発表者　可美小  荒熊　千佳　教諭
　　　　　　麁玉小　中村　耕介　教諭

実践発表　中瀬小　吉見　大輝　教諭

講話　浜松市博物館　館長　鈴木　一有　氏

【臨地研修】
　○天竜エコテラス　　　　　　　○勝坂神楽講座
　○本田宗一郎ものづくり伝承館　○内山真龍資料館
　※午前11時から天竜壬生ホールで遠州織物講座

①研究発表と協議

②講話
　演題　「ICTを活用した『個別最適な学び』と『協働的な学び』の実現」
　講師　東京学芸大学教授　高橋　純　氏

別表 修正版

- 1 -



研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

１
・
２
部
会

①実践発表と協議
②理科におけるICT活用の意義、実践例などについて
　講師　静岡大学教育学部附属浜松中　中澤　祐介　教諭
③ICT活用に関する協議
④意見交換会（実験中の危険や薬品管理等）

県居小　教諭
　内山　賢亮

浅間小　校長
　鈴木　啓二

静岡大学教育学部
附属浜松中

80台

３
・
４
部
会

①実践発表と協議
②科学に関する講話
　講師　応用物理学会東海支部監事
　　　　　　　　　静岡大学准教授　佐藤　弘明　氏
③科学工作

笠井小　教諭
　中嶋　宏樹

新津小　校長
　松山　徹

可美小 50台

５
・
８
部
会

①実践発表と協議
②天文分野の指導に関する講話
　講師　浜松市天文台　村松　大河　指導主事
③ワークショップ

北浜南小　教諭
　竹内　真里奈

下阿多古小　校長
　木下　栄二

浜北森林公園　森の家 50台

６
・
７
部
会

①実践発表と協議
②教材教具研修
③フィールドワーク
　小学校：浜松市動物園
　中学校：東京大学大学院農学生命科学研究所附属水産実験所

雄踏中　教諭
　平野　雄基

雄踏中　校長
　山下　博之

午前
　雄踏中
午後
　浜松市動物園
　東京大学大学院
　農学生命科学研究所
　附属水産実験所

100台

午
前

河輪小　教諭
　河村　志穂
都田小　教諭
　地福　清香

愛知教育大学教授
　加納　誠司　氏

午
後

午
前

浜松市教育センター

　田中　彩　指導主事

午
後

図
画
工
作
科

８月４日（月）
午後１時00分

午
後

篠原小
（２・６部会）
内野小
（４・５部会）
河輪小
（１・３部会）
西都台小
（７・８部会）

各会場
20～30台

午
前

湖東中　教諭
鈴木　菜々

江西中　校長
　田中　健之

午
後

静岡大学教育学部
附属浜松中　教頭
　廣岡　誠司

午
前

都田南小 教諭
　本山 栞奈
和田小 教諭
　田中 利実子
積志中 教諭
　町田 秀子

三ヶ日中　校長
　金子　直由

浜松市教育センター 90台

午
後

花川小 校長
　池野 由香里
気田小 校長
　小澤 真喜子

浜松市教育センター

初生小

60台

30台

午
前

都田南小　教諭
　本山　栞奈
和田小　教諭
　田中　利実子
積志中　教諭
　町田　秀子

三ヶ日中　校長
　金子　直由

午
後

８月４日（月）

午前10時00分

８月４日（月）
午前９時00分

○全体会
○ワークショップ（内容は各会場にて異なります）
　　篠原小会場：「おはなしからうまれたよ」（絵画）
　　内野小会場：「おもしろだんボールボックス」（工作）
　　河輪小会場：「わたしの大切な風景」（絵画）
　　西都台小会場：「受け継がれてきた形」（鑑賞・絵画）
○グループワーク
　「子供の思いに根ざした指導
　　　　　　　　～子供の思いをどう引き出す？どうとらえる？～」
○第57回 子どもの市展について

８月１日（金）

午前９時00分

終
日

８月１日（金）
 

午前９時00分

静岡大学教育学部
附属浜松中

40台

福祉交流センター

35台
（中学校）

浜松市教育センター

１　実践発表と協議
　「音や音楽に対する感性を高め、よりよい音楽表現を追求する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音楽科の学習を目指して」
　　　～低・中・高の系統性を意識し、児童の発達段階に応じた指導～
　　砂丘小　高野　友　教諭

〇実技研修「生物育成の技術」教材研究実習
　　東陽中　藤田 真太郎　教諭
　　与進中　原田 耕作　教諭

〇教材研究「生物育成の技術」
　　南部中　守屋 太雅　教諭

〇教材研究「材料と加工の技術」
　　丸塚中　山崎 翔平　教諭

公共交通
機関を御
利用くだ
さい。

50台

○講話・演習
　「木彫像を題材とした鑑賞活動の有用性
        　～文化財の価値や魅力をとおして美術文化に迫る～」
　講師　浜松市教育委員会　島口　直弥　指導主事

○実践発表
　「発想や構想を深める題材選択と授業づくり　～だるま作りの実践を通して～」

○協議
　教科書を基にした授業づくり　～学習指導要領を基に授業改善を考える～

浜北文化センター

〇　実技研修「生活科の授業で使えるおもちゃ作り」
　　講師　浜松市科学館チーフエデュケーター　上野　元嗣　氏

100台
浜松卸商センター
「アルラ」

〇実践発表、協議
　・「うごく　うごく　わたしのおもちゃ
　　　～あそんでわくわく！えがお大さくせん～」の実践を通して
　・「もっと　なかよし　まちたんけん
　　　～みやこ田のすてきをみつけよう～」の実践を通して

〇講演
　演題
　　「対象とのかかわりを深め、自分自身の成長につなげる生活科授業の創造
　　　　　　～気付きの質が高まる学びのストーリーの構想を中心に～」
　　講師　愛知教育大学教授　加納　誠司　氏

２　実技研修
　　合唱指導講座
　　「合唱指揮実践　－明示と暗示－」
　　講師　合唱指導者　　蓮沼　勇一　氏

技
術
科

８月４日（月）
午前９時00分

理
科

生
活
科

音
楽
科

○小中合同研修
　実践発表
　小中情報交換会

終
日

○小中合同研修
　実践発表
　小中情報交換会

〇小学校のみの研修
　実技研修
  講師　浜松市教育センター 前田 浩平 指導主事
　講師　株式会社ジャノメ　学校販売部東海営業所　所長　豊永　明　氏

○中学校のみの研修
　模擬授業
　指導案検討会

都田中　校長
　生熊　和広

浜松市教育センター
　前田　浩平
　　　　　指導主事

中
家
庭
科

８月４日（月）
午前９時30分

美
術
科

小
家
庭
科

８月４日（月）
午前９時30分
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研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

保
健
体
育
科

８月４日（月）
午前９時00分

終
日

飯田小　教諭
　仲市　鮎人

三方原中　教諭
　伊藤　光佑

東小　校長
　大石　泰三

入野中　校長
　池田　隆宏

浜松市教育会館 300台

午
前

可美公園総合センター

※中学校は、午前の研修終
了後、雄踏中へ移動

250台

午
後

【小学校】
可美公園総合センター

【中学校】
雄踏中

110台

140台

午
前

午
後

総
合
的
な
学
習

８月５日（火）
午前10時00分～

終
日

有玉小 教諭
　秋山　理恵

浜北北部中 教諭
　杉本　美奈

鴨江小 校長
　杉山　友里

三ヶ日東小 校長
　中村　圭介

三ヶ日文化ホール 190台

特
別
活
動

８月５日（火）

午前９時00分

終
日

麁玉中　教諭
　新井　千智

豊西小　教諭
　伊藤　章人

河輪小　校長
　村松　昌彦

クリエイト浜松

公共交通
機関を御
利用くだ
さい。

午
前

浜松市教育会館 219台

午
後

１・２・３・６部会
浜松市教育会館

４・８部会
浜松市教育センター

５部会　浜名小
７部会　都田南小

111台

47台

25台
36台

午
前

〇講話 「俯瞰して見る　養護教諭の大切さと在り方」
　講師　浜松市養護教諭巡回指導員　北浜東小　田中　公子　教諭

午
後

〇職務の標準化に向けての研修（お役立ち研修）
〇校種別・校区別研修
〇日常職務の情報交換

午
前

〇講話 「福祉と学校の連携について」
　講師　浜松市中障がい者相談支援センター　所長　藤川　晴海　氏　他
〇施設見学(聖隷放課後クラブはなえみ和合）

和合せいれいの里

午
後

〇保健室備品及び消耗品等の紹介・検討
〇職務の標準化に向けての研修（お役立ち研修）

北部中

午
前

〇日常職務の情報交換
〇T-port活用について
〇校種別研修

東部中
相生小
飯田小

午
後

 
〇講話 「養護教諭のICT活用について」
　講師　浜松市教育センター　殿柿　弘行　指導主事
〇職務の標準化に向けての研修 （お役立ち研修）

浜松市教育センター

午
前

○講話 「養護教諭のためのT-port研修」
　講師　大瀬小　菊地　寛　教諭

浜松市教育センター

午
後

○施設見学（校外まなびの教室・ぬくもり教室）
○職務の標準化にむけての研修（お役立ち研修）
○校種別・校区別研修
〇日常職務の情報交換

長上協働センター

120台

浜松中部学園    

〇講演会
  演題　「特別活動の充実について」
　講師　國學院大學教授　杉田　洋　氏

〇実践発表と協議

〇グループ協議①　円滑な話合いを行うために
〇グループ協議②　第３回市教研に向けた授業プラン検討会

道
徳
科

①実践発表と協議

②講話・ワークショップ
　講師　浜松市教育センター　河合　祥悟　指導主事

可美公園総合センター

講義　 「道徳科教科書活用研修」

講師　　光村図書担当者　様

○全体会
　部長挨拶　　　東小　飯田　将利　教諭
　顧問校長挨拶　東小　大石　泰三　校長
○令和６年度　授業実践発表
　飯田小　　仲市　鮎人　教諭
　三方原中　伊藤　光佑　教諭
○講演会
　演題「体育科・保健体育科における深い学びとは」
　講師　順天堂大学先任准教授　荻原　朋子　氏
○部会別授業研修会指導案検討
○小中別部会別グループ協議
○全体会
　講話「今、求められる体育科・保健体育科の学び」
　講師　浜松市教育センター　中津川　麻美　指導主事
　　　　　　　　　　　　　　芹澤　一史　指導主事
　顧問校長挨拶　入野中　池田　隆宏　校長

８月５日（火）
午前９時30分

講義　 「考え、議論する道徳科の授業を創る
　　　　　　　　　　　　～主体的・対話的で深い学びを目指して～」

講師　　四天王寺大学教授　杉中　康平　氏

【小中別】
〇情報交換会（選択制）
〇授業検討会（ブロック別）

外
国
語
科

８月４日（月）
午前９時30分

【小中合同】
〇演題　「『Here We Go！』を使った小中連携の授業作り」
　講師　東京家政大学　太田　洋　教授

21台

19台

17台

22台

学
校
保
健

８月５日（火）
午前９時00分

１　全体会
（１）実践発表（３部会）
　　「すこやかな心と体をはぐくむ健康教育
　　　　　～教職員の危機管理能力を高める実践を通して～」
（２）講演会
　　○演題
　　「災害ボランティア経験を通して
　　　　　～学校現場の職員に伝えたいこと～」（仮）
　　〇講師　災害対策ＮＰＯ代表　松山　文紀　氏

２　部会別研修
　　〇各部会で研修テーマに沿った研究協議

１
部
会

２
部
会

３
部
会

４
部
会

８月１日（金）
午前９時00分

養
護
教
諭
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研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

午
前

〇講話 「校内まなびの教室について」
　講師　北浜北小　校内まなびの教室支援員　中田　佳奈江　氏

午
後

〇職務の標準化に向けての研修（お役立ち研修）
〇日常職務の情報交換
〇T-port活用について

午
前

〇保健室備品及び消耗品等の紹介・検討
〇保健室訪問（神久呂小）

神久呂小

午
後

〇講話 「養護教諭のICT活用について」
　講師　雄踏小　中村　貴之　教諭
〇職務の標準化に向けての研修（お役立ち研修）
〇日常職務の情報交換

雄踏小

午
前

〇講話 「中３男子を対象にした思春期講座～模擬授業～」
　講師　浜松市助産師会　助産師　宇田　公美子　氏

午
後

〇ICT研修
〇T-port活用について
〇職務の標準化に向けての研修（お役立ち研修）
〇日常職務の情報交換

午
前

〇講話 「児童養護施設の現状と学校との連携」
　講師　社会福祉法人葵会　児童養護施設すみれ寮　職員
〇施設見学（すみれ寮）

午
後

〇事例検討 「ヒヤリハット研修」
〇日常職務の情報交換
〇校種別研修
〇職務の標準化に向けての研修（お役立ち研修）

午
前

細江中　教諭
　権田　裕子
北浜北小　教諭
　廣岡　裕乃

都田南小　校長
　山下　淳
内野小　校長
　生熊　周

可美公園総合センター

※可美公園総合センター
に駐車したまま、午後は、
可美小へ移動

150台

午
後

可美小

生
徒
指
導

８月５日（火）

午前９時00分

午
前

浜松市総合産業展示館 210台

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

学
校
図
書
館

８月６日（水）

午前９時00分

午
前

浜松市教育会館 130台

７
部
会

初生小 27台

５
部
会

○講義と演習
　テーマ　「百科事典の活用について」
　講　師　ポプラ社　小倉　崇　氏

【講話】「子どもの居場所づくりを目指して」
　　　　講師　NPO法人しんみらいプロジェクト理事長　奥名 博美　氏
【講話】「子どもの居場所との連携について ～SSWの役割」
　　　　講師　浜松市教育委員会SSW　SV　平川　悦子 氏
【講話】「１学期の生徒指導を振り返って」
　　　　講師　浜松市教育委員会　指導課　廣岡 大地　指導主事

【部会別生徒指導情報交換会】

学
校
給
食

８月６日（水）
午前９時45分

○講演
　演題　「情報活用能力と情報モラルの育成」
　講師　静岡大学教育学部　准教授　塩田　真吾　氏

100台

○栄養部と合同研修
　・講話
　　講師　浜松市教育委員会　健康安全課　髙木　真理子　指導主事

○学校給食部で研修
　・ふるさと給食週間、給食週間についての情報交換

栄
養

８月６日（水）
午前９時45分

○学校給食部と合同研修
　・グループ研修
　　指導案の検討、情報交換

○学校給食部と合同研修
　・講話
　　講師　浜松市教育委員会　健康安全課　髙木　真理子　指導主事

○栄養部で研修
　・グループ研修　（食に関する指導・給食管理）

情
報
教
育

８月６日（水）
午前９時00分

○実技研修
　内容「クラウドを使用したFigJamの活用方法」
　講師　Google for Education Japan FigJam 担当者

浜松市教育センター 157台

120台

○栄養部と合同研修
　・グループ研修
　　指導案の検討、情報交換

23台

20台

16台

都田南小

気田小

都田南小

８月６日（水）
午前９時30分

養
護
教
諭

８月１日（金）
午前９時00分

６
部
会

発
達
支
援
教
育

北浜北小

○テーマ別分科会でのグループ協議
　Ａ：教科学習における指導・支援の工夫について
　Ｂ：進学や就労に向けた進路指導について
　Ｃ：地域や校内における支援体制について

○実践発表と協議
　　①細江中　　権田　裕子　教諭　（※雄踏中での実践発表）
　　②北浜北小　廣岡　裕乃　教諭

○講演
　　演題　「個性が強みになる職場
　　　　　　～京丸園のユニバーサル農園に学ぶ就労支援～」（仮）
　　講師　京丸園株式会社　代表取締役　鈴木　厚志　氏

８
部
会
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研究部 発　表　者 助　言　者 会　　場 駐車場日　　時 研　　修　　内　　容

８月６日（水）

午前の部
午後９時00分

午
前

午後の部
午後１時30分

午
前

外
国
人
指
導

８月６日（水）
午前９時30分

終
日

浜北文化センター 120台

小
規
模
校
教
育

８月６日（水）
午前９時00分

午
前

西気賀小　校長
　中道　昌良

浦川ふれあいセンター 18台

午
前

西部中　教諭
　大場　由夏
浜名小　教諭
　小池　栄里

蜆塚中　校長
　羽生　和斉

午
後

７月30日（水）

午前９時15分 午
前

上阿多古・下阿多古
幼稚園長
　坂本　浩子

奥山幼稚園長
　鈴木千香子

神久呂幼稚園長
　縣　裕美

伊平幼稚園長
　石原　芳江

浜松市教育会館 80台

午後１時30分
午
後

西気賀幼稚園長
　松枝　綾乃

金指幼稚園長
　佐々木浩子

犬居幼稚園長
　藤原百合子

豊岡幼稚園長
　鈴木　康一

浜松市教育会館 80台

事
務

７月24日（木）

午前９時00分

終
日

運営委員
東部中　校長
　大城　定則

浜松市教育会館 190台

180台

〇講義「校務DXについて」（仮）
　講師　未定

〇事例研究発表

〇講座「伝わる文章の書き方」
　講師　中日新聞　教育支援事務局　梅本　秀基　氏

〇グループ協議

180台

〇講義と演習
　テーマ「各校の特色を生かしたキャリア教育を推進していくために」
　講　師　筑波大学教授　藤田　晃之　氏

　講演　「ちがいを認め、共に生きる社会の実現を支えるもの」
　講師　静岡大学　副学長(教育学部教授)　鎌塚　優子　氏

〇グループ協議（実践計画・実践紹介の説明、意見交換）

〇佐久間小学校区内臨地研修

キ
ャ
リ
ア
教
育

浜松市総合産業展示館

幼
児
教
育

８月６日（水）
午前９時30分

〇実践発表
「キャリア教育実践事例紹介」

〇指導案検討
　第３回指導案説明・質疑応答

○講義
　テーマ「やさしい日本語」の講義と演習
　講　師　常葉大学教授　坂本　勝信　氏

○指導案検討

➀講話　「人権擁護委員を務めて」

　　浜松市人権擁護委員連絡協議会　会長　河合　洋子　氏

②意見交換会
　　人権教育主任と人権擁護委員との意見交換

人
権
教
育

浜北文化センター

１講師による講話
　Ｂ「豊かな表現活動を展開するために」
　　　講師　画家　野村ちひろ　氏
　Ｃ「年齢や発達段階に合った遊びの進め方」
　　　講師　浜松市役所こども家庭部 幼保運営課　副主幹　名古　圭希　氏
　Ｄ「幼児理解と豊かな学びを支える保育の充実」
　　　講師　浜松市教育センター　副主幹　早河　圭介　氏
２グループ協議（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄグループ）
　・研究したい内容に基づいた１学期の実践について協議
　・教材研究や持ち寄った資料などから研修を深める
　・今後の実践につなげるための協議
３グループ別全体会
　・助言者御指導

１講師による講話
　Ｅ「発達支援教育の理解」
　　　講師　浜松市立幼稚園発達支援アドバイザー　石野　泰子　氏
　Ｆ「外国人支援について」
　　　講師　浜松市役所企画調整部国際課　松井　由和　課長
　Ｈ・Ｉ「園運営が円滑に進むためのマネジメント・
　　　　　　　　　　保育推進のリーダーとしての助言力の育成」
　　　講師　浜松市立豊岡幼稚園　鈴木　康一　園長
２グループ協議（Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉグループ）
　・研究したい内容に基づいた１学期の実践について協議
　・教材研究や持ち寄った資料などから研修を深める
　・今後の実践につなげるための協議
３グループ別全体会
　・助言者御指導

【 留 意 事 項 】

（１）開催要項の「日時」の時刻は、研修会開始時刻です。

（２）登録研究部以外の研修参加希望の問い合わせがあった場合は、会場の収容人数及び駐車場の状況
等に応じて、受け入れの可否をそれぞれの研究部で検討します。

（３）一般市民から参加希望があった場合も、（２）と同様の対応をします。

（４）研究部の状況で、午前または午後だけ等、半日開催の場合があります。研修会が行われない時間
の勤務については、通常の出勤や有給休暇など明確にしてください。

（５）欠席等される場合は、何らかの方法で研究部長等に御連絡ください。
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